
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風 の沢 ミ ュー ジ ア ム （一迫地区） 

 

古民家を使用して作られた私設美術館（代表：杉浦節美さん）を紹介いたします。 

一迫地区の県道 17 号線を栗駒方面に向かい姫松小学校前を過ぎ、しばらく走ると左手に、かやぶき

屋根の家を利用した「風の沢ミュージアム」があります。数十年間使用されていない古い農家を 10 年近く

の年月を掛け直し、「風の沢ギャラリー」を開館。2008年(創業)から始め、今年で3年目です。「風の沢ミュ

ージアム」と改め、古民家のある里山で数多くの展覧会などを行なっています。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○栗原・一迫地区の里山に美術館があることを皆さんは

ご 存知でしたでしょうか?栗原には、このような古民家を

再利用し、年間を通じてイベントを行なっているミュージ

アムがあります。この空間に居るだけでも心が癒されま

す！！ 

皆様も足を運ばれてみてはいかがでしょうか！ 
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事務局（連絡先） くりはらツーリズムネットワーク 

〒９８７－２２１６ 

宮城県栗原市築館伊豆二丁目６番１号 

市民活動支援センター 貸事務室 

携 帯 ０９０－８８９４－７０３４ 

Email (代表) Kurihara.tn＠gmail.com 

 
会報 

風の沢 ミュージアム 
【問い合わせ先】 

所 在 地： 宮城県栗原市一迫片子沢外の沢１１ 

電   話 :  0228－52－2811 

営業時間： 11:00～17:00 (10月は 16:00 まで) 

休 館 日: 水・木曜日 ※祝日は開館 

入 場 料： 【MUSEUM】・一般 500円 

・未成年者 無料 ・年間パスポート 3,000円 

          【GALLERY】 ・無料 

駐 車 場： 有り 

ホームページ： http://www.kazenosawa.jp/ 

2 0 1 1 年  風 の 沢  年 間 予 定  

GALLERY 
6/3-6/14 ・・・ｍｙマグカップ展 

 

6/24-7/5 ・・・日本茶の道具展 

 

7/15-7/26・・・キッタヨーコ ガラス展 

 

8/5-8/16 ・・・ティッシュケース展 

  

8/26-9/6 ・・・アール凸凹展 

 

9/16-9/27・・・福島一紘展 

 

10/7-10/18・・・ごはん茶碗展 おかわり！ 

MUSEUM EVENT 
4/23-10/30 ・・・華思行 現代いけばな作家 
            松田隆作展－帰園田居－ 

 

6/11   ・・・森繁哉[舞踊] 

 

7/ 3   ・・・CAFÉ soyo[出張喫茶] 
 

7/23  ・・・銀河万丈[朗読] 

 

8/20,21・・・佐藤玲子[昔語り] 

 

9/24  ・・・第4回 くりはら万葉祭 

 

10/8  ・・・中野神楽[夜神楽] 

 

10/16 ・・・キッチン城山[ランチ] 

          結城登美雄[米講義] 
※ 入場料の他に、イベント料金が発生致しますので、 

事前にご確認をお願い致します。 

 

http://www.kazenosawa.jp/
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（上記：台詞）といった感じで「若い柳の枝で作った行李」が「若柳で作った行李」になり若柳が地名として

呼ばれるようになったのではないかと思いつきました！（個人的想像です） 

「柳行李」をお持ちの方が居られましたら、今では、とても貴重な文化財ですので大切に保存をお願い致しま

す。「調べ１０！」に快くご協力頂きました若柳地区の皆様どうもありがとうございました。 
 

ちなみに若柳町史によると１６００年頃から「往古谷地要害（古い谷地の要塞の意味）」と呼ばれていた地域が若柳に

なったとありました。はっきりとした由来、何年にそう呼ばれるようになったかは解明されてなく、歴史に詳しい方達の

間でもいくつかの説があるそうです。 

※１ 行李とは現在でいう「衣装ケース（箱）」のこと。柳行李以外にも竹行李などがあるが、柳行李は特に丈夫でカビにくい

とされ高級なものが多い。行李の語源は中国語で“旅の荷物” 

次回は瀬峰(予定)です。お楽しみに！！ 
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若柳柳行李 

現在も使用されており、色打掛が大切に保管してありました。 

第２記「若柳の由来を探る」         広報宣伝部：千葉秀知 

若柳は「柳行李(ヤナギコウリ)※１」と呼ばれる伝統工芸品が有名で、その原料の「コウリヤナギ」とい

う柳が多く群生していたと考えられます。ですが、現在は「コウリヤナギ」が姿を消してしまい、残念なが

ら若柳の「柳行李」は途絶えてしまったそうです。その「柳行李」を調べていたら、材料は「柳の若い枝を

使用」となっていました…。(想像してください) 

 
  

商  人 ：これは立派な行李だねぇ。 

 

柳行李職人：若い柳の枝で作った、丈夫で長持ち 

する最高のもんだよ！ 

・ ・・数日後・・・ 

商  人  ：寄ってらっしゃい！見てらっしゃい！ 

丈夫で長持ち 

若柳で作った柳行李だよ～。 

連載企画 第2弾  くりはら旧町村名を調べ１０（ＴＥＮ）！ 

今月からの新コーナー！ 
会員の PR活動をする団体「Ku r i p (クリップ)」の大場寿樹さんに「世間遺産」という視点で市内各地を案内してもらいます。 

 

 

 

 

 

 

志波姫刈敷から若柳大林に抜ける道沿い、三迫川が合流して間もなくの迫川に架かる「徳富橋」というのが

ある。普段は「潜り橋」と言っている。欄干が無いコンクリート製の橋で、 

川が氾濫するとすっぽりと水が橋の上を流れる構造である（と思う）。 

道幅は車が一台通れる程度。 

市外からお客さんが来ると、くりこま高原駅から農家民宿たかまったに 

ご案内する機会が何度かあり、必ずこの橋を通った。最短ルートという 

こともあるが、"自分が好きなモノ”というのもその理由。 

たいていのお客さんは、欄干の無い橋にスリルを感じるらしく、「こわ～ 

い！！」と言いながら楽しんで（？）くれる。こちらの思惑どおりの反応 

に嬉しくなったり、「いつごろ、どうして作られたのか？」「このあたりの橋の形はこの構造か？」と、こちら

の思惑以上の知識を求められ、あたふたすることもしばしば。機能的で無機質なこの橋のある景観と、そこを

通るときのスリルや笑いという感情を引き出すところが好きだ。          K u r i p  大場 寿樹 

 

 

 

世世 間間 遺遺 産産 見見 聞聞     今回のタイトル：徳 富 橋  
大分県の写真家・藤田洋三氏が提唱する「世間遺産」。「世界遺産」が「顕著な普遍的価値」であるのに対し、無名で

風土的な「用の結果の美」を称えたもの。人々の生業や暮らしから生まれた、もしかしたら普遍的ではないかもしれな

いけれど、心ひかれる、感性を刺激されるモノゴトを紹介していきます。 

 

mailto:kurihara.tn@gmail.com
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金売吉次まつり   奥州金成  金売橘治神社 ― 春の例大祭 ― 

◇ 開催日時：2011年 6月 12日(日) 

◇ 開催場所：宮城県栗原市金成平治屋敷 51－1 金売橘治神社境内/国道 4号線沿い 

◇ 祈願神事：午前 9時 30分～10時 20分 

＜開会にあたり震災により犠牲になられた方々に黙祷を掲げます＞  

「祈願木札」は神事後焼却供養を行ないます。 

◇ 奉  納：神楽＜演目＝源義経公と吉次三兄弟＞栗原市栗駒猿飛来神楽一行 
 

 

 

 

◇ 日時場所：同日、同神社境内「奉納殿」 午前 10時 30分～午後 2時頃 

◇ 出演者 ：カラオケ同好会、クラウン歌謡スタジオ、若柳流月見会、阪東流社中、 

演歌歌手など多数出演   ＜乞う！！ご期待＞ 

◇ 復興市 ：海産物、焼きそば、だんご類、地場産品、山菜類など 

入場無料です。＜参拝がてらお気軽にお出かけください。＞ 

● 主 催 ：金売橘治神社祭実行委員会、NPO法人夢くりはら 21 

● 共 催 ：栗原市社会福祉協議会金成支部、マッチング・NPO法人 Azuma-re 

● 問い合せ先：〒989-5123 宮城県栗原市金成平治屋敷 51-1 電 話：090-3368-8024(鈴木) 
 

★ くりはらツーリズムネットワーク事務局も「復興市」に汁物（豚汁）出店をします！ 
会員様で、お手伝いしてくださる方、材料等提供してくださる方の御協力をお願いしております。 

くりはらツーリズムネットワーク事務局に６月８日(水)までご連絡をお願い致します。 

がんばれ！東日本  東 日 本 大 震 災 復 興 祈 願 祭  

震 災 復 興 支 援 芸 能 ま つ り  

 

 

 

 
 

1泊 2食付（お一人様） 8,000円 

2泊 5食付（お一人様）14,000円 
※休前日はお一人様 1,000円加算となります 

特 典！！ 
☆ 基本料金が 1室 2名様（通常 4名様） 

☆ ご利用のお客様へ下記の中から、お一つ贈呈いたします 

・ 温湯山荘オリジナルポストカード 

・ 開運招福絵馬 

・ 温湯山荘オリジナルしおり 

※ ご予約時に、復興プランとお申し添えくださいませ 

 

無料送迎バス（要予約）お気軽にご相談ください 

温 泉 で リ フ レ ッ シ ュ ！  

震震 災災 復復 興興 ププ ララ ンン   ご宿泊料金 (消費税・入湯税込み) 

 

連泊が 

お徳！！ 

株式会社 ゆめぐり 

花山温泉 温湯山荘 
所在地：〒987－2511 

栗原市花山字本沢温湯 15－1 

電話：0228-56-2040 

FAX：0228-56-2202  

インターネット 

ぬるゆさんそう 検索 

期間： 

平成２３年６月１日から 

平成２３年７月３１日まで 
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地地域域づづくくりりイインンタターーンン事事業業にに係係わわるる  

民民泊泊のの受受入入家家庭庭のの募募集集  

  

  

【事 業 内 容】都市部の大学生を体験調査員として受け入れ、農業や林業などの作業に限らず 

くりはらの生活や文化を体験してもらい、栗原市の魅力を理解してもらいます。 

【実 施 期 間】８月中旬～９月中旬 

【受 入 期 間】３泊４日～６泊７日 

【受 入 人 数】２～４名 

【宿泊 体験料】１人当たり、１泊４５００円をお支払します。 

【そ の 他 】スケジュールの立案や受入期間中は、くりはらツーリズムネットワークと 

くりはら研究所のスタッフがお手伝い致します。 

【締    切】平成２３年７月２９日（金） 

 

【主    催】くりはらツーリズムネットワーク、栗原市（くりはら研究所） 
 

 

くりはらツーリズムネットワーク 
        〒９８７-２２１６ 宮城県栗原市築館伊豆２丁目６番１号 栗原市市民活動支援センター 貸事務室 

電話：０９０－８８９４－７０３４      

 E-mail：kurihara.tn@gmail.com  

 

くりはら食ツーリズム研究会交流事業 

季節の手仕事を楽しむ「らっきょうの甘酢漬け教室」 

 

「らっきょうの甘酢漬け」を作る教室です。材料は、栗駒桜田で生産している良質なラッキョウと 

栗駒山麓のトチノキから採取したはちみつを使います。 

地元の食材を使った手作りの保存食を、暮らしに取り入れて楽しみましょう。 
 

内   容： パリパリとしたラッキョウの食感と素材の味を生かし、直漬けする方法を学びます。 

日   時：６月２９日（水）１０時～正午 ※受付 ９時４０分～９時５５分 

場   所：この花さくや姫プラザ ２階 調理実習室 （所在地：栗原市志波姫沼崎南沖452） 

対   象：「食」に興味のある人 １２人 

参 加 費：２，０００円 

そ の 他：【持ち物】ガラス製ふた付き保存容器（３㍑以上）、 

エプロン、三角巾、筆記用具 

【服 装】動きやすく、汚れてもよい服装 

【持ち帰りの目安】 らっきょう漬け１キロ 

 

 

 

 

 

 

主   催：くりはらツーリズムネットワーク 
主   管：くりはら食ツーリズム研究会    協  力 ：くりはら研究所 

申込締切：６月２４日（金）午後５時まで ※定員になり次第締め切ります 

申 込 先：くりはらツーリズムネットワーク事務局 

      ０９０－７５２３－４０９３（担当 千葉秀知） 

 

 

問 合 せ ・ 申 込 み 先  
 

募集 


